
大
船
小
、
手
広
中
の

プ
ー
ル
修
繕
を

今
、
全
国
的
に
学
校
プ
ー
ル

が
老
朽
化
し
、
修
繕
し
な
い
、

減
少
傾
向
が
進
ん
で
い
ま
す
。

大
船
小
の
保
護
者
か
ら
プ
ー
ル

の
修
繕
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

課
題
、
問
題
は
な
に
か

●
学
校
プ
ー
ル
の
管
理
・
維
持

負
担
が
大
変
。

水
泳
授
業
の
実
施
に
は
教
職
員

が
行
っ
て
い
ま
す
が
、
た
い
へ

ん
な
労
力
で
あ
り
、
専
門
職
等

の
配
置
が
必
要
で
す
。

又
、
水
の
入
れ
替
え
に
大
量
の

水
や
修
繕
に
も
多
額
の
予
算
が

必
要
で
す
が
、
国
の
補
助
が
基

本
的
に
な
い
事
は
問
題
で
す
。

●
水
泳
の
授
業
は
小
中
学
校
の

教
育
課
程
上
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か

「
楽
し
さ
や

喜
び
を
味
わ
い
、

そ
の
行
い
方
を
理
解
す
る
と
と

も
に
技
術
を
身
に
着
け
る
」
こ

と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
水
泳
授
業
が
学
校
で
行
わ
れ

た
き
っ
か
け
は
１
９
５
５
年
に

あ
っ
た
宇
高
連
絡
船
紫
雲
丸
沈

没
事
故
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
修

学
旅
行
中
の
子
ど
達
１
６
８
名

が
命
を
落
と
し
た
事
故
で
す
。

「
水
難
防
止
の
た
め
の
授
業
」

の
普
及
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
と
の
こ
と
で
す
。

●
学
校
プ
ー
ル
と
水
泳
授
業
は

水
泳
授
業
の
教
師
の
専
門
性
、

学
校
プ
ー
ル
の
維
持
管
理
、
自

治
体
負
担
、
子
ど
も
達
の
安
全

を
確
保
し
な
が
ら
水
泳
授
業
と

し
て
の
意
義
を
十
分
発
揮
す
る

為
の
課
題
解
決
が
求
め
れ
ま
す
。

公
教
育
と
し
て
の
水
泳
授
業

を
行
っ
て
い
く
た
め
、
自
治
体

と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
、
子

ど
も
達
が
自
分
の
命
を
守
る
為

の
取
り
組
を
追
求
す
べ
き
で
す
。

修
繕
し
な
い
方
針
を
改
め
、

大
船
小
、
手
広
中
学
校
の
プ
ー

ル
修
繕
を
行
い
、
子
ど
も
達
の

水
泳
授
業
環
境
を
整
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

◎
吉
岡
議
員
の
一
般
質
問
は
①

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
②
交
通

政
策
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

保
育
園
の
新
築
を

保
育
園
待
機
児

県
内
で
一
番
多
い

県
内
の
保
育
園
待
機
児
が
減

少
し
て
い
る
中
、
鎌
倉
市
の
待

機
児
は
県
内
で
一
番
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
新
築
す

る
方
針
が
な
く
、
民
間
園
が
建

て
替
え
の
際
、
定
員
増
を
お
願

い
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
も

定
員
以
上
の
受
け
入
れ
を
し
て

お
り
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に

増
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
少
子
化

は
進
ん
で
い
て
も
働
く
保
護
者

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
３

歳
未
満
児
の
定
数
増
と
保
育
士

確
保
の
為
、
人
件
費
補
助
等
の

拡
大
が
必
要
で
す
。

食
を
通
し
た

共
生
社
会
を
目
指
す

コ
ロ
ナ
禍
「
１
日
１
食
し
か
食

べ
て
い
ま
せ
ん
。
水
は
公
園
の

水
を
飲
ん
で
い
ま
す
」
と
訴
え

ら
れ
た
ひ
と
り
親
家
庭
に
出
会
っ

た
。
鎌
倉
で
？

耳
を
疑
い
な
が
ら
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
現
状
を
市
役
所
に
行
っ

て
調
べ
た
。
児
童
扶
養
手
当
全

額
支
給
者
（
年
所
得
額
80
万
以

下
）
の
家
庭
が
２
０
０
世
帯
を

超
え
て
い
た
。

食
料
支
援
を
始
め
る

手
を
差
し
伸
べ
た
ら
と
考
え
、

食
料
支
援
の
チ
ラ
シ
を
つ
く
り
、

希
望
者
10
家
庭
を
募
集
し
た
。

12
家
庭
が
願
い
出
た
。
食
材
を

準
備
し
月
1
回
，
1
軒
1
軒
配

達
し
た
。
単
な
る
食
料
配
布
で

は
な
く
、
生
活
の
様
子
を
見
守

る
こ
と
を
考
え
た
。

生
活
困
窮
者
食
料

無
料
配
布
会
実
施
へ

そ
の
後
、
日
本
全
体
の
生
活
困

窮
者
が
増
加
し
て
い
る
ニ
ュ
ー

ス
が
世
の
中
に
流
れ
た
。

鎌
倉
も
し
か
り
。
生
活
福
祉
課

と
相
談
。
協
働
事
業
と
な
り
、

生
活
困
窮
者
食
料
無
料
配
布
会

を
実
施
、
現
在
２
２
０
世
帯
を

越
え
て
い
る
。
常
に
イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
、
レ
ト
ル
ト
食
品
の

み
な
ら
ず
、
野
菜
を
農
家
か
ら

寄
付
い
た
だ
き
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
た
食
材
を
お
渡
し
し

て
い
る
。

鎌
倉
の
シ
ス
テ
ム

＊
手
く
ば
り
足
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

対
象
：
ひ
と
り
親
家
庭
等
生
活

し
に
く
く
な
っ
た
家
庭

登
録
制
、
月
１
回
家
庭
数
、
年

齢
に
あ
わ
せ
食
材
を
袋
詰
め
配

達
。
現
在
54
軒
（
配
達
34
軒
、

配
布
20
軒
）

＊
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

月
１
回
大
船
、
鎌
倉
で
開
催

予
約
な
し
、
現
在
１
２
０
か
ら

１
４
０
世
帯

１
袋
（
４
人
世

帯
以
上
２
袋
）

●
多
く
の
市
民
の
方
々
に
現
状

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
家
で
食

べ
き
れ
ず
残
っ
て
い
る
食
品

（
消
費
期
限
１
ケ
月
以
上
）
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
社
）
フ
ラ
ッ
ト
カ
フ
ェ
鎌
倉

代
表
理
事
渡
邉

公
子

（
投
稿
）
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学
校
プ
ー
ル
問
題
を
考
え
る

６
月
議
会
報
告

市
民
ニ
ュ
ー
ス
７
、
８
月
を
合

わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

鎌倉４月１日入所状況



⑴
歩
道
根
上
り
対
策

西
鎌
倉
２

丁
目
２
番
地
先(

左
図
参
照)

⑵
舗
装
道
路
打
換

津
１
７
１
８

番
地
先

(

左
図
参
照)

私
は
現
在
93

歳
で
す
．
中
学

一
年
生
の
時
に

学
徒
動
員
令
が

公
布
さ
れ
、
横

須
賀
に
あ
る
海

軍
の
工
学
実
験
部
で
働
く
こ
と
に

な
っ
た
。
昭
和
19
年
７
月
に
サ
イ

パ
ン
島
が
陥
落
。
そ
れ
以
後
空
襲

が
毎
日
の
よ
う
に
あ
り
、
夜
寝
つ

い
た
頃
サ
イ
レ
ン
で
起
こ
さ
れ
た
。

敵
撃
退
基
地
と
し
て
、
葉
山
の
双

子
山
と
逗
子
の
披
露
山
に
高
射
砲

が
で
き
た
。
軍
国
少
年
だ
っ
た
私

は
も
う
こ
れ
で
一
安
心
だ
と
思
っ

て
い
た
。
敵
機
は
相
模
湾
か
ら
逗

子
上
空
を
通
り
、
追
浜
の
海
軍
飛

行
場
め
が
け
て
や
っ
て
く
る
。
横

須
賀
は
山
が
多
く
平
地
が
少
な
い

の
で
敵
機
は
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
だ
っ

た
。
空
襲
は
昼
間
よ
り
夜
が
多
く

な
っ
て
き
た
。
夜
敵
機
を
見
つ
け

る
た
め
、
探
照
燈
（
サ
ー
チ
ラ
イ

ト
）
を
使
う
。
そ
の
敵
機
め
が
け

て
高
射
砲
が
射
撃
す
る
。
当
時
空

襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と
、

家
庭
の
電
灯
を
消
す
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
空
襲
に
な
っ
て
も
探
照

燈
は
点
燈
付
し
な
い
。
従
っ
て
高

射
砲
も
打
た
な
い
。
探
照
燈
を
点

燈
す
れ
ば
基
地
の
あ
る
場
所
が
敵

機
に
分
か
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

今
、
沖
縄
で
は
似
た
よ
う
な
こ
と

が
起
き
て
い
る
。
国
は
沖
縄
の
離

島
に
台
湾
有
事
に
備
え
て
ミ
サ
イ

ル
基
地
な
ど
建
設
中
で
あ
る
。
中

国
奥
地
ま
で
届
く
ミ
サ
イ
ル
で
あ

る
。
島
民
は
二
度
と
戦
争
な
ど
ご

免
だ
と
反
対
し
て
い
る
。
基
地
よ

り
平
和
外
交
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

交
通
渋
滞
対
策
を

鎌
倉
市
は
深
沢
周
辺
道
路
の
渋

滞
解
消
に
取
り
組
む
べ
き
で
す

深
沢
地
域
周
辺
は
、
朝
夕
の
道
路

の
渋
滞
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
主
た
る
原
因
は
、
主
要
幹
線

で
す
ら
十
分
な
右
折
車
線
が
設
け

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
や
バ
ス
ベ
イ

が
不
十
分
な
こ
と
か
ら
引
き
起
こ

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
海
水

浴
の
時
期
を
迎
え
益
々
渋
滞
の
状

況
が
生
ま
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

鎌
倉
市
が
交
差
点
改
良
や
バ
ス

ベ
イ
の
設
置
に
向
け
事
業
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
中
外
製
薬

の
跡
地
に
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ス
ー
パ
ー
、

「

深
沢
ま
ち
づ
く
り
」
そ
れ
に
伴

う
市
役
所
移
転
な
ど
を
進
め
れ
ば

さ
ら
に
渋
滞
を
引
き
起
こ
す
要
因

に
な
り
ま
す
。
鎌
倉
市
民
や
深
沢

住
民
が
利
用
し
な
い
と
思
わ
れ
る

「
村
岡
新
駅
」
に
多
額
の
予
算
を

使
う
こ
と
を
見
直
し
て
ほ
し
い
。

優
先
す
べ
き
は
交
通
対
策
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
市
民
住
民
に
と
っ

て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

と
望
み
ま
す
。
（
TS
）

山 ざ く ら ２０２４年7，8月号

市
政
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お

気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
も
引
き
続
き
「
フ
ー
ド
バ
ン

ク
鎌
倉
食
糧
支
援
」
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
予
定

◎
８
月

24
日
（
土
）

鎌
倉
市
福

祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

正
午
か
ら
午
後
１
時

◎
９
月

28
日
（
土
）

大
船
支
所

１
階
ロ
ビ
ー

正
午
か
ら
午
後
１
時

こ
こ
ろ
や
身
体
の
こ
と
で
お
困
り

ご
と
が
あ
れ
ば
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

寄
付
に
つ
い
て
（
随
時
受
付
中
）

一
般
社
団
法
人
「
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ

鎌
倉
」
で
食
料

の
寄
付
等
を
受

け
付
け
て
い
ま

す
。

詳
し
く
は
、

鎌
倉
市
福
祉
課

援
護
担
当
又
は

吉
岡
市
議
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

吉
岡
地
域
深
沢
事
務
所

毎
週
（
火
）
１
時
～
４
時

鎌
倉
市
常
盤
２
０
８

（
深
沢
小
学
校
バ
ス
停
前
）

TEL
・
FAX
（
31
）
８
１
８
０

（
44
）
６
６
２
８
（
吉
岡
）

生
活
相
談
所

フ
ー
ド
バ
ン
ク
鎌
倉

食
糧
支
援

５
月
の
利
用
率
７
・
７
％
。

マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
強
要

政
府
は
５
～
７
月
を
「
マ
イ
ナ
保

険
証
」
利
用
促
進
の
集
中
取
組
期
間

と
し
、
医
療
機
関
に
支
援
金
（
利
用

人
数
に
応
じ
て
最
大
10
万
円
、
病
院

は
20
万
円
）
を
ば
ら
ま
い
て
い
ま
す
。

薬
局
で
「
８
月
か
ら
保
険
証
が
使
え

な
く
な
る
。
次
回
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
も
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
」

と
言
わ
れ
不
安
に
な
っ
て
い
る
人
が

い
ま
す
。
し
か
し
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
で
は
８
月
に
新
し
い
保
険
証

が
更
新
さ
れ
、
送
ら
れ
て
来
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
証
も
発
行
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

な
い
人
に
は
「
資
格
確
認
書
」
が
郵

送
さ
れ
ま
す
。
（
市
担
当
に
確
認
）

健
康
保
険
証
残
す
べ
き

廃
止
後
、
経
過
措
置
で
現
行
の
保

険
証
が
使
え
る
も
の
の
、
マ
イ
ナ
保

険
証
押
し
付
け
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
間
が
か
か
ら
ず
、
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
な
ど
の
コ
ス
ト
も
か
か
ら
ず
、

見
せ
る
だ
け
で
済
む
健
康
保
険
証
は
、

患
者
に
と
っ
て
も
、
医
療
機
関
に
と
っ

て
も
利
便
性
が
い
い
の
で
す
。

保
険
証
廃
止
に
よ
り
、
医
療
機
関

の
窓
口
は
、
ト
ラ
ブ
ル
不
安
を
抱
え

な
が
ら
、
資
格
確
認
書
な
ど
多
様
な

「
カ
ー
ド
」
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
混
乱
は
必
至
で
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の

５
年
毎
の
更
新
手
続
き
必
要

マ
イ
ナ
保
険
証
（
電
子
証
明
書
）

の
５
年
毎
の
更
新
手
続
き
は
自
治
体

窓
口
に
出
向
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

更
新
が
25
年
に
集
中
す
る
「
２
０
２

５
年
問
題
」
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

更
新
を
忘
れ
た
り
す
れ
ば
無
保
険
に

な
り
、
皆
保
険
制
度
が
崩
壊
し
か
ね

ま
せ
ん
。
保
険
証
存
続
の
世
論
を
高

め
、
た
と
え
廃
止

さ
れ
て
も
政
権
交

代
で
撤
回
さ
せ
た

い
で
す
。(

Ｓ)

マ
イ
ナ
保
険
証

皆
さ
ん
と
と
も
に

住
み
よ
い
町
に
②

西鎌倉2丁目

西鎌倉1丁目

がんだがや南公園

津 17 18番地

軍
事
基
地
は
住
民
を
守

ら
な
い

木
村
収
夫

上記は手広交差点付近、腰越方面

からの車が鎌倉消防署深沢出張所ま

でつながっている。右折信号はない


